
 

上
越
市
議
会
厚
生
常
任
委
員
会(

平
良

木
議
員
所
属)

は
こ
の
ほ
ど
管
外
の
行
政

視
察
を
行
い
、
先
進
事
例
を
詳
し
く
学
ん

で
き
ま
し
た
。 

 

兵
庫
県
の
相
生(

あ
い
お
い)

市
は
、
岡

山
県
境
に
近
い
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
、
か
つ

て
は
造
船
で
栄
え
た
市
で
す
。
大
手
造
船

会
社
の
縮
小
な
ど
で
、
近
年
は
人
口
が
減

る
一
方
だ
そ
う
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
年
少
人
口(

15
歳
未
満)

が

県
下
最
下
位
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来

の
人
口
減
少
対
策
が
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
し
て
、｢

子
育
て
応
援
都
市
宣
言
を
行

い
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
住

促
進
を
図
る｣

こ
と
を
大
方
針
に
掲
げ
た

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
宣
言
を
行
っ
た
の

は
２
０
１
１
年
で
す
か
ら
、
今
か
ら
12

年
前
。
給
食
費
の
完
全
無
料
化
や
高
校
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
当
時
と
し
て

は
最
先
端
を
行
く
11
も
の
子
育
て
支
援

施
策｢

あ
い
お
い
が
暮
ら
し
や
す
い
11
の

鍵｣

を
打
ち
出
し
、
次
々
に
実
施
し
て
き

た
と
言
い
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
２
０
１
３
年
、
２
０
１
５

年
、
２
０
１
６
年
に
は
転
入
者
が
転
出
者

を
上
回
る
成
果
を
上
げ
た
と
の
こ
と
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
子
育
て
し
や
す
い
思
い

き
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
他
市
に
先
駆
け
て

行
い
、
そ
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
他
県
か
ら
の
移
住
者
も
含
め
た
定
住

者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。 

 

残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
後
、

周
辺
市
も
同
様
の
子
育
て
支
援

策
を
打
ち
出
す
中
で
相
対
的
に

先
進
性
が
薄
れ
、
こ
こ
数
年
は

再
び
人
口
が
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
子
育

て
世
代
の
中
で
は
、｢

子
育
て
応

援
都
市
、
相
生｣

と
い
う
評
判
が

広
が
り
、
定
着
し
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

県検証総括委員会･前委員長 

池内了さん大いに語る 

  上越保健所管内 

  新型コロナ感染症 

  感染者定点報告数 

 7月10日～7月16日１０.２５(県 ７.８８) 

 7月17日～7月23日１５.００(県１２.９８) 

 市民連合･上越は7月29日、市民プラザを会

場に｢池内了さんと語ろう！ 柏崎刈羽原発

問題｣シンポジウムを開催しました。 

 この日は、県の検証総括委員会の委員長

を一方的に解任された池内了さん(名古屋大

学名誉教授)をはじめ、避難委員会副委員長 

の佐々木寛さん(新潟国際情報大学教授、市

民連合＠にいがた代表)、健康生活委員会委

員の木村真三さん(獨協医科大学准教授)な

どの専門家が顔をそろえ、さまざまな面か

ら原発の問題を語りました。 

 最初にお話しした池内さんは、｢福島事

故の検証を政府も国会も行わない中、新

潟県が検証委員会を立ち上げたことには

大きな意義がある｣と検証委員会の重要性

を強調しました。そして、｢私は科学者と

して納得できる検証総括を提案したが、

知事は『県が依頼したのだから県の意向

に従うべきだ』として解任した。東京電

力の適格性が問題になっているが、知事

や裁判所の適格性も問われるべきだ｣と経

緯を説明しました。 

 今後は、市民総括委員会を発足させ、

市民検証総括をまとめ、再稼働させない

運動を盛り上げると決意を語りました。 

 続くシンポジウムでは、進行役と４人

の語り手がそれぞれの立場で問題を指摘

しました。 

 木村さんは、｢避難委員会の中には福島

の事故の現地研究者がいない。柏崎刈羽

で事故が起きたら、食べられるものがな

くなる。事故を想定して今から線量を測

定することが必要。原子力規制委員会は

原発を動かす努力はするが、停める努力

をしていない｣と述べました。 

 また、佐々木さんは、｢福島の原発事故

では広島の原爆の168倍もの放射線が放出

された。原発がテロ攻撃を受けるとその

数千、数万倍になる。中国のミサイルは

日本の全原発を標的として設定している

といわれている。避難そのものが成り立

たない。原発はエネルギー政策としてだ

けでなく、社会のあり方が問われている｣

と指摘しました。  橋爪議員10冊目のエッセイ集。現職市議会議員として活動しなが

ら、様々な出会い、感動の数々をほぼ毎週執筆。今回のエッセイ集

は、2017年1月から翌年の8月までに書いたもののなかから60篇を選び

まとめたものです。｢花嫁行列｣｢思いをカタチに｣｢涙が止まらない｣

｢牛とともに｣など地域の出来事や家族、親戚のことなど読んでほんの

りする話がいっぱいです。また、挿絵も橋爪議員本人の筆によるもの

です。ご希望･お問い合わせは左端連絡先へ！  

①新婚生活のスタート応援 

②家を新築すると奨励金 

③妊活を応援 

④子ども誕生祝い金 

⑤18歳まで医療費無料 

⑥子育て応援チケット配布 

⑦幼稚園は３歳から 

⑧4･5歳児無料預かり保育 

⑨幼小中給食費完全無料 

⑩現代版の寺子屋 

⑪｢英語耳｣充実の英語教育 


